
養豚における病性鑑定普及事業

～抗菌剤慎重使用のための病性鑑定の重要性～

麻布大学 獣医学部 病理学研究室 教授 上家 潤一

令和７年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会

豚における抗菌剤慎重使用普及事業



豚における抗菌剤慎重使用普及事業

事業実施主体：麻布大学

養豚分野における抗菌剤の不適切な大量使用による薬剤耐性菌の発生が問題と
なっており、抗菌剤の慎重使用が急務となっている。
適切な抗菌剤の使用には正確な病性鑑定が不可欠であり、麻布大学で確立した

精度の高い病性鑑定システムを活用することで、畜産経営に資することとしたい。

事業実施年度令和4年度～令和6年度

委託先；
日本養豚管理獣医
師協会の抗菌剤使
用量によるアン
ケート調査（3年間
で６０戸）

背景・目的

令和7年3月24日までに1153症例の病性鑑定、農家40戸の
アンケート調査を実施した。病性鑑定依頼数は年々増加し
ており、養豚の現場に本事業が浸透していると考えられる。

3年間で1,075症例の病性鑑定を実施し、養豚農家に
フィードバックすることで、適切な抗菌剤の使用を推進
する。
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PCR検査

17 porcine respiratory pathogens (Actinobacillus pleuropneumoniae, Boldetella

bronchiseptica, Haemophilus parasuis, Pasteurella multocida, Pasteurella multocida

toxin, Streptococcus suis, Mycoplasma hyopneumoniae, Mycoplasma hyorhinis, 

Mycoplasma hyosynovie, porcine circovirus 2, pseudorabies virus, porcine 

cytomegalovirus, swine influenza A virus, porcine reproductive and respiratory virus 

US strain, EU strain, porcine respiratory coronavirus and porcine hemagglutinating 

encephalomyelitis virus) as detection targets
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病理検査
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病性鑑定技術開発

免疫染色 In situ hybridization

PRRS
PCV2
SIF

App
Mp
Lawsonia
Salmonella O4, O7

PRRS
PCV2

核酸

E.Coli
PM
CSF

検出対象
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病理検査報告書

2023年10月20日 

麻布大学 上家潤一 
依頼者: ●● ●●様

 
農場名：●ファーム 
採材日：9月20日
検体番号①：BIAHJ23-14-1 146日齢

【組織所見】
肺：小葉性に気管支を中心にした肺胞内にマクロ
ファージの浸潤、水腫液の貯留を認めます。気管支粘
膜に軽度にリンパ球が浸潤し、傍気管支リンパ装置は
過形成により肥大しています。免疫染色により
Mycoplasma hyopneumoniaeを気管支粘膜表層に多数検

出しました。 
腎臓：著変なし。 
小腸：著変なし。 
腸間膜リンパ節：軽度に反応性の変化が生じています。 
扁桃：リンパ濾胞の反応性変化を伴って化膿性扁桃炎
が生じています。 
脾臓：うっ血。 

【コメント】
Mycoplasma hyopneumoniae感染による豚流行性肺炎で

す。 
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関東地方に所在し母豚300頭を飼育する一貫生産の養豚場において10月に農場を訪問した際に、離乳舎に
て75日齢の豚で著しい発育不良が認められた。発育不良を呈していた子豚1頭を鑑定殺し、麻布大学PCCに
おける病理組織学的検査を実施したが、発育不良の原因を特定することができなかった。細菌感染を疑い投
薬による治療を開始した。しかしその後も発育不良の発生が継続。
1月に農場を訪問した際に、再度、発育不良を呈していた子豚1頭を鑑定殺し、麻布大学PCCにおける病理組
織学的検査に供した。

TUNEL assay

膵臓

事例１
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Cytokjeratin CAM 5.2
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病理診断：亜鉛中毒による慢性膵炎
農場にて炭酸亜鉛の添加状況を確認した。炭酸亜鉛を計測せずに飼料添加していたことが判明した。離乳後

2週間は少なくとも炭酸亜鉛6000ppmが与えられていた可能性があった。その後、炭酸亜鉛は計測し3000ppm
になるようにしたところ、発育不良の発生は認められなくなった。

ZnAF-2
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【PRRS-PCR】
No.1、No.2、 No.3：[+++]

【PCV2定量PCR】
No.1、No.2、 No.3： BLQ

豚、100日齢

母豚1，200頭、肥育豚14，000頭の農場において、削痩と体表蒼白を認める子豚が多数発生した。
本症例は病性鑑定に供された斃死個体3例のうちの1例である。

事例2
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HE染色
リンパ球が著明に減少し、
リンパ濾胞が消失している。

抗CSF抗体を用いた酵素抗体法
上皮細胞および壊死した濾胞に
陽性像を認める。

リンパ濾胞の壊死。

扁桃
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HE染色
リンパ球が著明に減少し、
リンパ濾胞が消失している。

抗CSF抗体を用いた酵素抗体法
リンパ濾胞に多数の陽性細胞を
認める。

リンパ濾胞の壊死及び出血。

脾臓
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腎臓
HE染色
腎皮質間質に巣状出血が生じて
いる。同様の出血が多発してい
た。
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下野新聞
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主催
麻布大学豚病臨床センター（PCC）
（一社）日本養豚開業獣医師協会
（JASV）

症例報告会
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病性鑑定材料の取り方・送り方

上家潤一
麻布大学

PCC病理検査部門
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PCR検査部門
●臓器の送付方法

●血液または血漿を送付する場合

1ml程度の血液または血漿をプラスチックチューブに入れ、密栓してビニール袋に入れて送
付する。

血液を送る場合、凝固防止剤にヘパリンを使用するとPCR反応を阻害する場合がありますの
で、

ヘパリン以外を使用してください。

・肺などの大きい臓器では2-3カ所から採材
・ジップロックに入れ、液漏れがないように、密封し、マジックで内容を記入する。
さらにビニール袋に入れ、二重に密封する。

・冷蔵または冷凍で送付
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病理検体：送付例

ホルマリン入り
蓋つき検体容器

検体は、固定液が漏れださないようにしっかりフタをし、さらに2重に袋
へ入れる。検体を袋状で送る場合は、シーラーで密封する。
＊ホルマリン検体は、常温で送ってください。
（低温ではホルマリンが浸透しません。冷蔵、冷凍はダメ。ゼッタイ。） 25



ホルマリンの量
左は十分量のホルマリンに組織が浸かっている。右は組織に対してホルマリンが少
なく、十分な固定ができていない。

＊固定した後にホルマリンを減らすことは可。

◯ ✕
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３．事業費の積算根拠

区 分 員数 単価
助成事業に要
する経費

補助率

負担区分

備 考
助成金

実施主
体

その他

円 円 円 円 円

１．豚における抗菌剤慎重
使用普及推進委員会開催等
事業

2,192,550 10/10 2,192,550 0 0

（１）推進委員会 32,700 1回開催

①委員旅費 3人 3,000 9,000 3人

②委員謝金 3人 7,900 23,700 3人

（２）間接経費 2,159,850 直接経費の20％

２．病性鑑定事業 10,766,550 10/10 10,766,550 0 0

（１）病性鑑定 10,766,550

①賃金

病理検査補助員 1,610
時
間

1,800 2,898,000 230人日✕7時間（実人員数1人）

PCR検査補助員 620
時
間

1,600 992,000 124人日✕5時間（実人員数1人）

②消耗品費 一式 6,876,550

３．抗菌剤使用量調査事業 481,900 10/10 481,900 0 0 委託先：日本養豚開業獣医師協会

（１）指示書調査 481,900

①指示書提供調査 40人 7,900 316,000 20人✕2日

②指示書内容解析 12人 7,900 94,800 3人✕4日

③調査結果報告書作成 9人 7,900 71,100 3人✕3日

計 13,441,000 13,441,000 0 0

令和6年度 事業費の積算根拠
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区 分 事業内容
年 度 別 実 施 計 画 年 度 別 進 捗 状 況

令和4 年 度 令和5 年 度
令和6 年

度 令和4 年 度 令和5年 度 令和6 年 度

１．豚における抗菌
剤慎重使用普及推
進委員会開催等事
業

（１）推進委員会

学識経験者等から成
る豚における抗菌剤慎
重使用普及推進委員会
を開催し、事業の効率
的かつ円滑な推進に関
する検討及び当該事業
の達成目標等の自己評
価結果の検証等を行う
事業。

7月と3月に本事
業の推進方策を検
討するため、年2回
開催する。
第1回目は達成目

標の確認を併せて
行う。第2回は次年
度の推進方策も検
討する。

2月に本事業
の推進方策を
検討するため、
本年度の成果
の確認と次年
度の計画の検
討を行うため、
年 1回開催す
る。

最終年度につ
き、自己評価
の検証を行う
推進委員会を
2月に1回開催
する。

7月と3月に本事
業の推進方策を
検討するための
推進委員会をオ
ンラインにて実
施した。
第1回では併せ
て達成目標の確
認を行った。

本事業の推進
方策を検討す
るための推進
委員会を3月
19日にオンラ
インにて実施
した。（委員
3名のうち1人
欠席）

本事業の結果
を検討するた
めの推進委員
会を3月24日
にオンライン
にて実施。
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２．病性鑑定事業

（１）病性鑑定

農場より送付される
臓器を対象に、病理組
織診断を行うとともに、
PCR検査により病原体
の同定を行い、これら
の鑑定結果を依頼管理
獣医師に報告する事業。

直接指標：
病性鑑定実施症例

数：3年間の合計1,075
頭

325症例の病理
組織診断及びリ
アルタイムPCR
法による病原体
同定を行い、病
性鑑定報告を行
う。

350症例の病
理組織診断及
びリアルタイ
ムPCR法によ
る病原体同定
を行い、病性
鑑定報告を行
う。

400症例の病
理組織診断及
びリアルタイ
ム PCR法によ
る病原体同定
を行い、病性
鑑定報告を行
う。

病理組織診断
215例、PCR
検 査 120 計
335例につい
て検査し報告
した。

直接指標
335/1,075頭

病理組織診
断 247 例 、
PCR検査149
検体の計396
例について
検査し報告
した。

直接指標
731/1,075頭

3月24日までに
病 理 組 織 診 断
320 例、 PCR 検
査95検体、血液
検査7例の計422
例について検査
し報告した。

直接指標
1153/1,075頭

３．抗菌剤使用量調
査事業

（1）指示書調査

農場における抗菌剤
使用量をアンケート調
査により把握する事業。

直 接 指 標
アンケート調査実施

数：3年間の合計60戸

2月に20農場に
アンケート調査
を行い、農場ご
とに一頭あたり
の抗菌剤使用量
を算出する。

2月に 20農場
にアンケート
調査を行い、
農場ごとに一
頭あたりの抗
菌剤使用量を
算出する。

2月に20農場に
アンケート調
査を行い、農
場ごとに一頭
あたりの抗菌
剤使用量を算
出する。

2月に20農場
にアンケート
調査を行い、
農場ごとに一
頭あたりの抗
菌剤使用量を
算出した。

直接指標
20/60戸

2月に20農場
にアンケー
ト調査を行
い、農場ご
とに一頭あ
たりの抗菌
剤使用量を
算出した。

直接指標
40/60戸

3月に20農場に
アンケート調査
を行い、農場ご
とに一頭あたり
の抗菌剤使用量
を算出した。

直接指標
60/60戸
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様式９号

豚における抗菌剤慎重使用普及事業積算根拠

（令和4年度） 複数年の事業計画の場合は各年度分提出 21843千円

区 分
令和４年度

備 考
員数 単価 金額

円 千円

１．豚の抗菌剤慎重使用普及推進委員会開催等事業 2,464,060

（１）推進委員会 65,4002回開催

①委員旅費 3人 18,0003人(往復3,000円)✕2回

②委員謝金 3人 7,900 47,4003人✕2回

（２）間接経費 2,398,660直接経費の20％

２．病性鑑定事業 10,890,000

（１）病性鑑定 10,890,000

①賃金
病理検査補助員 1,610時間 1,800 2,898,0001人日✕7時間（実人数1人）

PCR検査補助員 620時間 1,600 992,0001人日✕5時間（実人数1人）

②消耗品費 一式 7,000,000別紙1のとおり

３．抗菌剤使用量調査事業 481,900委託実施先：日本養豚開業獣医師協会

（１）指示書調査 481,900

①指示書提供調査 20人 7,900 316,00020人✕2日

②指示書内容解析 3人 7,900 94,8003人✕4日

③調査結果報告書作成 3人 7,900 71,1003人✕3日

４．検査技術教育事業 1,037,900

（１）教育コース開催 1,000,000

①備品費 1式 0 0初年度のみ計上。

②消耗品費 1式 1,000,000 1,000,000別紙1のとおり

（2）症例報告会の開催 37,900

①講師旅費 1人 30,000 30,0001人（講演者、豚病専門家）

②講師謝金 1人 7,900 7,9001人✕1時間

計 14,873,860
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JASV獣医師9名、ベーリンガーインゲルハイム社員10名

病理解剖ワークショップ
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ワークショップ配布資料：豚の病理解剖手順と主な疾患の解説書
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アンケート結果（回答数15/19名 回答率79%）

①参加者の養豚経験歴

1年目 6％

2~3年目

27％

4~6年目

27％

10年以上

40％

②全体的な満足度

③またこのような機会があれば参加しますか



R7年度からの展開

病性鑑定事業
病理検査、PCR検査

予算
麻布大学PCC   60万円
JASV受託研究費 200万円
A社受託研究費   100万円

調整中
B社受託研究費   260万円
C社受託研究費

病理解剖ワークショップ

BIAHJと提携し、年一回、20名程度
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